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５月７日からの学校教育活動再開について 

 

 

 県教育委員会から全都道府県が緊急事態措置の対象とされたことを踏まえ、県立学校について、 

４月２０日から５月６日までの間の一斉臨時休業の措置を講じているところですが、急な休業措置 

に対しまして、御理解、御協力をいただいていることに、心より感謝申し上げます。 

さて、４月３０日付けで県教育委員会より県立学校の一斉臨時休業後における教育活動の実施に 

ついて通知がありましたのでお知らせするとともに、本校でも５月７日（木）から学校活動を、 

再開いたします。 

学校教育活動再開に当たりましては、文部科学省からのガイドラインや県教育委員会からの 

通知に基づき、別紙１にありますように、本校における学校教育活動再開における新型コロナウ

ィルス感染防止対策についての措置を講じ、生徒及び教職員が感染者にも感染源にもならない

よう、学校において感染防止のために十分な警戒を行い、感染症対策に最大限の努力をしてまい

りますので、さらなる御理解と御協力をお願いいたします。また御家庭においても十分に警戒、

対策をしていただくようお願い申し上げます。 

 また、県教育委員会より別紙２のとおり、児童生徒・保護者の皆様に向けたメッセージがあり

ますので、併せて御覧ください。 

なお、新型コロナウィルス感染症に係る今後の状況の変化により、対応を変更する場合がある

ことを申し添えます。 

 



１ 

 

学校教育活動再開における新型コロナウィルス感染防止対策      別紙１  

 

１ ５月７日（木）以降の日程等について 

（１）青い森鉄道利用者の時差登校について 

青い森鉄道上り（青森⇒筒井）で通学する場合は、混雑を極力抑えるため、学年ごとに下記の

時間でお願いします。 

青森駅発 ７：２８ ･･･ １、２年 

青森駅発 ７：４２ ･･･   ３年 

 

（２）学校再開当初の日程  

５月７日（木）平常授業（７校時 避難訓練） 

５月８日（金）平常授業（一斉部会） 

 

（３）青高会館食堂について  ５月７日（木）の営業はありませんので御注意ください。 

 

２ 健康管理について 

（１）学校生活について 

ア 登校前  

起床後 ・起床時の健康状態をチェック（カゼ症状の有無。家族の状況確認） 

・体温を測定しClassiへ入力 

         ※１年生はClassiが使用できるまでは紙媒体へ記録 

     ・マスクの準備（手作りマスクでも可） 

※マスクがない場合にはハンカチ、ティッシュで代用できるよう準備 

        ・発熱（微熱も含む）、カゼ症状がある場合には無理な登校を控える 

         ※登校後、発熱等の症状がある場合には１時間以内のお迎えをお願いします 

イ 登校時  

登校後すぐ ・生徒玄関で手指の消毒を行う 

          ・体温測定を忘れた生徒は昇降口入って左側にある体温計で測定してから教

室へ入る 

    教室 ・換気を行いながらの授業（グランド側と中庭側の窓を開放したまま行う） 

       ⇒上着の着用・膝掛けの使用等を許可 

       ・昼食前には必ず手洗いを行う 

        ○石けんを使用し、流水で30秒を目安に手洗い 

       ・咳エチケット（咳やくしゃみを他人にかけない）の徹底 

        ○マスクを着用（口、鼻を覆う） 

        ○ティッシュ、ハンカチで口、鼻を覆う 

        ○袖で口、鼻を覆う 

        ※鼻水や痰がついたティッシュは密閉し、蓋付きゴミ箱に捨てる 

      ・不調を感じたときは我慢せず保健室へ相談 

    トイレ ・トイレ使用後は手洗いを確実に実施し、持参したハンカチで水分をとる 

・トイレ外に準備してあるアルコールで消毒する 

※トイレ内の手の触れる箇所（ドアノブ、スイッチ、洗浄レバー等）は 

午前２回、昼休み後、午後１回、夕方（清掃時）に消毒 

 



２ 

 

ウ 放課後   

・体調が万全でない（熱っぽさ、カゼ症状）場合は速やかに帰宅し、自宅で休養 

エ 帰宅後   

・抵抗力を高める生活を心がける 

      ○十分な睡眠（早寝早起き）  ○適度な運動  ○バランスのとれた食事 

      ＊家族の健康状態も確認しておくと良い 

 

（２）カゼ症状（発熱、咳、倦怠感等）がある場合の対応について 

※学校ではカゼ様症状か新型コロナウイルス感染症の区別はできません 

ア 教室等で訴えを起こした場合 

     感染をできるだけ防止するために、他の生徒等と接触させないように、訴えのあ 

った生徒をその時点で使用していない教室等へ連れて行き、保護者の迎えがあ 

るまで休ませる。 

イ 保健室へ訴えてきた場合 

     健康相談室で発熱、症状等の確認をし、保護者の迎えがあるまで休ませる。 

 

 

 

（３）出席停止措置及び臨時休業措置について 

ア 発症した生徒：出席停止（学校保健安全法第１９条） 

イ 発症したもの以外の生徒：学校全部又は一部の臨時休業（学校保健安全法第２０条） 

有症状の場合、長時間学校へ留めておくことができません。原則１時間以内に帰宅でき

る方法を複数、事前に御家庭で取り決めておいてください。 

また、御家庭においては検温を一緒に行う等、家族の健康状態をお互いに把握できるよ

うお願いいたします。 
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３ 教室での学習活動について 

青森高校 教務部では以下のように新型コロナウイルス感染症に対応した授業・考査等の対応

ガイドラインを作成しました。 

                              

（１）大前提として、３つの「密」を避けること   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校空間という構造的な「３密」状況下において、この３つの条件が同時に重なる場面を極力避

けることが重要となります。よって、以下の３ポイントに十分留意して、授業場面では「３密回避」

を心がけたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 
③ ② 

 

授業空間 

① 換気の悪い密閉空間 

② 多数が集まる密集場所 

③ 間近で会話や発声をする密接場面 

 

 

 

 

授業空間はまさに 

「３密」 

「新型コロナウイルス感染症に対応した学校再開ガイドライン」 

              （元文科初第1780号 令和２年３月24日 より） 

① 換気の悪い密  

閉空間 

 

② 多数が集まる

密集場所 

 

 

③ 間近で会話や

発声をする密

接場面 

しかし、 
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（２）具体的な「三密回避」授業の方法 

 

ア 換気の徹底 

 

   ○欄間の常時開放 

   ○廊下側扉の常時開放 

   ○休み時間に外側窓を開放して換気 

   ○扇風機で空気を撹拌 

   ○雨天等の場合は換気扇を常時ＯＮ・外側窓を１㎝開ける 

   ※寒さ対策として、膝掛け・コートの着用を推奨する。教室は構造的に「密集状態」である

ため、「換気の徹底」が重要となります。 

イ 密接場面の正対回避 

   ○マスクの着用・ハンカチなどを利用した咳エチケットの徹底 

   ○教員の飛沫が最前列の生徒に及ばないよう、全体を６０㎝ほど下げる。なお、教員も可能

な限りマスクを着用する。 

○グループワークの際の「ひし形」フォーメーション 

   ○ペアワークの際の「ドライブ」フォーメーション   

 

飛沫感染リスクを極力抑えるため、図のような隊形に変更する。いずれのフォーメーション

も、咳エチケット対策は前提条件、必須。 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）健康状態の観察・確認 

   ア・イを心がけるとともに、生徒の様子を観察し、体調が優れないような生徒には声がけを

して保健室に行くよう指示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 
② ③ 

４人グループワークの実施イメージ

「ひし形」フォーメーション 

２人ペアワークの実施イメージ 

「ドライブ」フォーメーション 
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４ 部活動について 

 

（１） 部・委員会活動における活動日、活動時間、練習場所等に関する感染防止対策 

  ア 活動場所において、密集した場所で活動することがないように留意し、活動日、活 

動時間、活動場所をずらし、分散して行う。 

イ 活動時間は、平日１時間４５分、休日は２時間とし、生徒の健康・安全を第一 

に考え、時間厳守を徹底する。 

※他校生徒と接触がある場合には、お互いの健康観察を確実に行い、無理は絶対にしない

こと。 

  ウ 各部、委員会の活動場所においても、顧問の指導のもと、こまめな換気（３０分に５分程

度）、咳エチケット、消毒等の計画を立てて活動を行うこととする。 

 

（２） 実際の活動に関する感染防止対策 

  ア 活動日には、必ず顧問が付き、安全に配慮すること。生徒、顧問は、活動前に体温 

を測定し、顧問は生徒の体温を健康観察票に記録する。３７℃以上の発熱や風邪の症状が

ある場合の活動は認めない。 

  基礎疾患のある生徒を把握し、家庭や医療機関とも連携を図る。 

イ 活動場所は、飛沫感染防止のため、指定された場所のみとし、廊下やラウンジ、教 

室内等は使用しない。 

  ウ 活動場所や部室等の利用時間は短縮化を図り、分散して利用するなど、密集・密閉 

空間をつくらず、換気した状態で使用する。特に使用前後は窓を開放し、アルコール等に

よる器具や用具、ドア等の消毒を行うこと。その他、顧問間で連携し、工夫する。 

  エ 活動前後には手洗い、洗顔を徹底し、咳エチケット等感染防止に努める。 

オ 飲み物、タオル等、身に付ける用具は各自が準備し共用を避ける。 

カ 飛沫感染が想定されるような練習（発声）及び至近距離での会話は屋外であっても 

避けるように工夫する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校活動再開に当たっては、３つの条件（換気の悪い密閉空間（密閉）、多くの人

が密集（密集）、近距離での会話や発声等（密接）が重ならないように、十分な感

染症対策を計画的に実施し、状況に応じて迅速に対応いたします。 

また、生徒が新型感染症の警戒態勢で不安な状況においても、安心、安全に学校

生活が送れるようできる限りの支援をしていきます。 

 




